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1. 研究目的 

国土交通省環境庁は、力経済力強化の方

針の一つとして観光立国推進基本法を掲げ

ている[1]。また、2020 年には東京オリン

ピック開催が控えており、国内のみならず、

外国からのインバウンドの旅行者の増加が

見込まれている。そして、これら旅行者の

受け入れに関して、多くの分野で研究が進

んでおり、飲食業界においても議論が盛ん

である。例えば、有岡・高山は、日本の飲

食店では、宗教やベジタリアン等の多様な

食習慣への対応は、充分ではないと指摘し

ており、改善手法を提示している[2]。 

また、飲食店に関する別の視点として立地

に関する研究がある。例えば、長谷川らは、

飲食店の特徴として、賑わいを演出するた

めに飲み屋街というクラスターを形成する

ことを指摘している[3]。 

本稿は、観光立国推進基本法、東京オリン

ピックにて、今後、さらに賑わうことが想

定される都心の繁華街において、飲み屋と

いう同業が乱立する立地で、それら業者が

どのように住み分けているかを明らかにし

て考察を展開するものである。 

 

２ 調査対象地域 

  本稿では、分析対象知地域として、東京

都新宿区歌舞伎町近隣の繁華街クラスター

（以下、歌舞伎町）を取り上げる。図 1 に

歌舞伎町の酒場全 374 店舗（2019 年 10 月

1 日現在のグーグルマップの情報）の立地

を示す。歌舞伎町には、酒場が集中してお

り繁華街を形成していることが示されてい

る。 

  

３ 分析方法 

 分析情報の収集では、まず、グーグルマ

ップ[4]にて、検索ワード「歌舞伎町 バー」

にて収集した。抽出された情報は 374 店舗

であった。次に、食べログ[5]にて、検索エ

リア「歌舞伎町(東京都 新宿区)」、検索キ

ーワード「バー」を用いて、それら酒場の

平均予算等の詳細情報を収集した。最終的

な分析対象の酒場は、欠損値があるものを

除いた 104 店舗である。収集した項目は、

“駅からの距離”、“お店の評価”、“平均予

算”、“口コミ”である。 

分析では、KHcoder[6]を用いて、テキスト

マイニング分析にて語句の抽出、そして、

共起ネットワーク分析を用いて、平均予算

別分類にて語句の関連性の高い項目を抽出

した。 

 

４ 分析結果 

図 2 に歌舞伎町にある酒場における平均

予算別の共起ネットワーク図を示す。図の 

周辺部の語句は、各平均価格特有のもの、

図の中心部にある語句は、複数の平均価格

に共通するものである。 

図 1：歌舞伎町にある酒場全 374 店舗―Googleマイマップ 
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 分析の結果、いくつかの特徴が抽出され

た。まず、2500 円と 3500 円に出現回数が

多い語句が集中しており、“ゴールデン”の 

複合要因に「店」「飲む」が示されている。

つまり、ゴールデンタイム(午後 19：00～

午後 22：00)に賑わう飲食店は、平均予算

が2500円から3500円であることが示され

ている。 

 次に、3500円と 4500円の複合要因に「女

性」「雰囲気」がある。これらは、女性が入

りやすい店構え、店内の作り、味等に特徴

があると考えられる。また、これらの外側

に「落ち着く」「常連」「友人」がある。こ

れらは。酒を飲みに行く場合、行きつけで

あること、友人と一緒であることが示され

ている。さらに、行きつけ店となるための

要素として、3500 円から 4500 円の複合要

因には「雰囲気」「街」「女性」がある。こ

れらは、女性が来店しやすい雰囲気が、店

や街にあることが挙げられる。 

続いて、500 円の外側には「ハッピー」「ア

ワー」がある。これらはハッピーアワーを

示しており、割引価格でお酒が提供される

時間帯のことである。さらに、補足として、

口コミを定性的に調査すると、2 軒目の飲

食店として、ハッピーアワーのサービスが

受けられる飲食店を好む傾向が散見された。 

 最後に高価格帯の 5500 円と 6500 円の 

複合要因として「昔」がある。これは昔か 

らある老舗の飲食店であると考えられ、質 

の高いサービス、落ち

着きが求められてい

ると考えられる。 

  

５ まとめ 

 本稿では、歌舞伎町

にある酒場を対象に

立地と差別化要因を

考察するものである。

分析の結果、これらの

酒場は出店する場所、

お店や街の雰囲気で

他店舗との違いを出

している。他にもゴー

ルデンタイムのサー

ビスやハッピーアワ

ー、他にはないお客様

に向けてのサービス

でお店に来てもらい、居場所を与えている

ことがわかった。つまり、住まいの地域の

人に居場所になってもらうには、お店の商

品、人柄といったソフトな面だけでなく、

その住まいの地域に合った立地、街づくり

といったハードな面も影響してくる。ソフ

トな面とハードな面、両方兼ね備えること

で今後のグローバル化に対応でき、更なる

地域発展も見込まれる。 
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注：記載がない場合、最終アクセスは

2019/10/1 である。 

図 2 歌舞伎町にある酒場における平均予算別の共起ネットワーク図 
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